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テスト実施期間 自由度 〃1 j〃2＋CD
■ ≒
■ 1n亙D≡ 1nC児1 j
1皿・グ1…
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A－2に同じ但）注（
52
35目本における金融箪新と貨幣需要の構造的変化
レーショ　ソ　（74／I～83■W）
20による）一
????＾一4必十Cり需要関数のダイナミックシ
　　ー使用金利：コールレート（表4－9，
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十目
　台B8（
B＾
＾
　台
B　　（冒　　＾　　日　台　　B　＾　　　月　沿　　　　B自　　　　蔓＾（昼
（B
（　目
＾　目　（　B自　　B台　　B
A　　昼
台　B　自B　昆’B　自B　AB　　台
B　　自
台
台
自
台
??
十）
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
・1・
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
・I・
十
十
B　台1＋目　台十B　　自
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
???
??????? ?
??? ?
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????ー????酬
???????????．?????????．???????????????????????????????????????．??????????????????? ?
（注）A－2に同じ。
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レーシ里ソ（78■I～83／］y）
22による）
????要関数のダイナミヅクシ
コーノレレ’一ト　（……隻4－9，
??＾一5　〃2＋C0
　　　一使用金
??????年四半期十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
78－
78－
78．
78■
79－
79－
79・
79■80i
80・
80・
80－
81－
81－
81．
81－
82－
82■
82・
82－
8；■
8；一
8：；一
8■‘
i＾
2＋
3＋
4÷
1＋
2＋
さ十
4＋
1＋
2＋
香十
4＋
1＋
2＋
3＋
4＋
i＋
2＋
3＋
4＋
1＋
2＋
ユ十
4＋
臼　　B
伶　　　冒
＾　　　目
　A　冒
　　　＾目
　　　　亀
台
台
台
角
台
台
台
自
日　　　　台
B　　　　自
十
十
十
十
÷
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
高
十十十十十十十十十十・．一十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
（注）　A－2に同じo
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＾一6
目本における金融箪新と貨幣霧要の構造的変化
必十CD　　p　　の予測値および予測誤差率（78／I～83／V）
55
年一畔期1（誓講）
78－
78－
78－
78－
79－
79－
79－
79－
80－
80－
80－
80－
81－
81－
81－
81－
82－
82－
82－
82一
83一
83一
83一
83一
13413．1
13859．1
14005，1
14μ6．2
14540．3
15082．4
15315．3
15668．5
15820．9
16012．4
15909．1
16210．0
16241．7
16974．8
17040．2
17533．9
17801．2
18059．4
18251．7
18851．2
18783．4
19321．6
19676．2
20101，6
灰D
；（書灘）
3822．4
4267．4
4670．5
15061．4
15409．ユ
15590．6
15765．3
15819．8
15874．4
15865．7
5963．8
16050．8
16224．7
16413．0
16583．9
16780．5
1706i．6
17335．0
17521．0
17727．5
ユ8006．6
18302、ユ
18601．4
189狙．9
予測誤差率
　　．305117E－01
　　294587E－01
　　．475123E－01
　　．425855E－01
　　597456E－01
　　336964E－01
　　．293805E－01
　　．9653i4E－02
　　338167E－02
一．916247E－02
　　343682E－02
一．981962E－02
一．104089E－02
一．330958E－01
一．267781E－01
一．429718E－01
一．415447E－01
一、401106E－01
一．400328E－01
一、596117E－01
一．413540E－01
一．527649E－01
一．546266E－01
一．575918E－01
○灰
1（書灘）
13802．6
14302．2
14721．9
15 44．9
15511．9
15763．1
15849．1
15862．6
15778．8
15510．8
15357．2
15402．8
15589．3
15888．9
16148．1
16420．0
16706．6
16933．6
17149．1
17390・7．
17621．3
17912．9
18169．9　1
18452．5　1
予測誤差率
　　．290383E－01
　　319743E－01
　　．511863E－01
　　．483672E－01
　　668216E－01
　　．451312E－01
　　348567E－01
　　123854E－01
一、266547E－02
一．313244E－01
一．346901E－01
一．497949E－01
一．401655E－01
一．639704E－01
一．523570E－01
一．635293E－01
一．614896E－01
一．623403E－01
一．604065E－01
一．774755E－01
一．618681E－01一
一・729077卜011
r765569E－011
一、820866E－011
（注）1）　予測は表4－8・式番16（使用金剰：利付電｛債刹回り（（亙D））、義4－9，武番22（使周金利1コールレー
　　　　　　ト（CR））を用いたダイナミヅクシミュレーシ亘ソにもとづいている邊
　　　　　　　　　　　　　予測値一現実値　　　2）　予測誤差率一　　　　　　　　　　　　　　　　翼実値
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